
デジタル人材育成事業 【明石市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題

事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 348 千円

交付金額 174 千円

事業番号 １

・講座を開催するにあたり、ターゲット層の子育て世代が参加しや
 すいように開催時間を工夫したり、一時保育を用意したりした。希
 望者の多い初心者向けセミナーでは、土曜日のオンライン開催の
 日も設け、受講者が参加しやすい環境を整えた。
・経験者向けセミナーでは、参加者同士交流したり、講師と気軽に
 話したりできるよう、少人数制で開催した。

・在宅ワークを始めようとしている女性を対象に、専門講師によるデ
 ジタル人材育成セミナーを開催し、子育てや介護等で時間や場所
 の制約を受けることなく、仕事と家庭との両立が図れるよう支援す
 ることで、女性活躍の土壌づくりを行う。講座では、ハローワーク明
 石と連携し、職業訓練や就労に結び付く情報提供を行うことで就職
 支援につなげる。

・受講半年後に、「何らかの行動を起こしたか」というアンケートを
 とったとこ ろ、半数以上の方がツールを使ってみたり、勉強してみ
 たりといった行動を起こしたことがわかった。
【自分が希望する働き方を目指して取組を始めようと思った割合】 ６６％

【研修会の開催数】 ３回 【セミナーの受講者数】 １１６名

・セミナー後に取り組みを始めるかというアンケートについては、
 「どちらともいえない」と答えた方も多かったため、始めたいと思う
 方の割合を増やしていきたい。
・在宅ワークに興味がある人に周知でき、多くの方に参加いただけ
 たが、今後起業や就業につながる取り組みにさらに力を入れる必
 要がある。
・オンライン参加者は、当日キャンセル者が多くなってしまったので
 参加してもらえるよう工夫する必要がある。

・ハローワーク明石
・株式会社ママントレ

・本市では、市内に本社機能を置く９割以上の企業が中小企業で
 あり、これまで規模的にも企業単体で女性活躍の取組を行うこと
が困難な状況にあった。

・上記状況を踏まえ、まずは、事業者及び各種団体のネットワーク
 構築を図るとともに、女性活躍の啓発につながるイベントを開催
 するなど、事業者や市民の意識啓発を図った。

・また、庁内の動きとして、平成28年度に女性自身の声を施策につ
なげることを目的に「あかし女性の活躍推進会議」を設置。
令和３年度には、庁内横断的に「ジェンダー平等プロジェクトチー
 ム」を設置し、同チームの取組や地域のニーズ、社会情勢等を踏
まえた施策を展開している。

目標・KPI 目標 実績 達成度

事業目標
自分が希望する働き
方を目指して取組を始
めようと思った割合

95％
(アウトカム）

66% 未達成

研修会の開催数 3回
（アウトプット）

3回

セミナーの受講者数 120名
（アウトプット）

116名
事業KPI 概ね達成



事業の概要

在宅ワークを始めようとしている女性、すでに始めている女性を対象に、専門
講師によるデジタル人材育成セミナーを会場とオンライン合わせて開催した。

10月28日(火)

11月08日(土)

112月04日(木)

６０名  参加

４８名  参加

８名  参加

在宅ワークの始めかた

在宅ワークの広げかた

会場開催

オンライン開催

初心者向けセミナー。

在宅ワークに興味があるけれど何から始めてよいかわから
ない方を対象に、実際に在宅ワークをしている講師が在宅
ワークを始めたきっかけや、役立つ基礎知識やツールなど
を会場とオンラインとで開催しました。

今後仕事依頼が舞い込む
ためにAIを使った自己紹介

シートを作成したり、参加
者同士で交流したり、和気
あいあいとした雰囲気のセ
ミナーになりました。

経験者向けのステップアップセミナー。

参加者と講師の距離も近く、
質問しやすい雰囲気でした

会場開催
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